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新潟市消防局の紹介



現在の業務

1 採用・異動・昇任・退職

2 服務・処分・ハラスメント

3 研修・人事評価・職員委員会

4 表彰・給与・学校

5 公務災害・安全衛生

6 共済・互助会・親睦会・生協



新潟市の概要①

【面積】
726.45ｋ㎡

【人口】
789,897人

（「令和元年度消防年報」より）



新潟市の概要②



新潟市消防局の概要①

（「一目でわかる新潟市消防データ」平成３０年４月１日現在より）



新潟市消防局の概要②

指令第１・２・３係



新潟市消防局の概要③



女性消防職員の概要

【分野別】
消防隊：１２名 救急隊：４名
企画人事課：１名

【年代別】
３０代：４名 ２０代：１３名

【職員数】
１７名 ※Ｒ１年度１名採用



全国の女性消防吏員の状況



全国の消防吏員数に占める女性割合

日勤者と救急隊に配置されている職員が多い



都道府県別女性消防吏員割合（平成３０年４月）

四国・南九州で割合が少ない



都道府県別女性消防吏員「０」本部の割合
（平成３０年４月）

同じく四国・南九州で割合が少ない



消防職員の採用状況等

受験者数は減少 女性は昨年並み



女性消防吏員が増加した本部上位（平成３０年４月）



採用試験



職員採用状況

試験
年度

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

受験者 ３０７ ２８１ ２８１ ３３０ ２９３

うち女性 ５ ７ １０ ２４ ２２

採用者 ３９ ３３ ３５ ３２ ３２

うち女性 ０ ０ ４ ３ １

「採用した」という実績を作る



試験区分

消防士Ａ（大卒程度）
採用時期：試験翌年度４月又は９月

消防士Ｂ（大卒程度）
採用時期：試験年度９月

消防士 （高卒程度）
採用時期：試験翌年度４月又は９月

「女性区分」の設定は差別になるため不可

1

2

3



試験内容①

・教養試験
・体力検査
・適性検査

【第１次試験】

・消防適性検査
・論文試験
・個別面接試験
・身体検査

（健康診断書の提出）

【第２次試験】

第１次試験の結果は
第２次試験に反映されない



試験内容②

【体力検査】
①握力
③反復横とび
⑤立ち幅とび
⑦シャトルラン

男性及び女性にとって
公平かつ明確な基準が必要

②腕立伏臥腕屈伸
④上体起こし
⑥長座体前屈



試験内容を見直す場合

人事委員会との協議が必要不可欠

【人事委員会の判断材料】
・同規模程度の他都市の状況はどうか
・公平性が担保されているか
・差別的な部分はないか

消防のみで変更することは不可



受験者増加の取組



受験者増加の取組

女性に「消防」という職業を
就職先の選択肢に入れてもらう

「女性区分」での採用区分の設定は不可

女性の受験者を増加させ
合格する確率を上げる

どうすれば？



受験者増加の取組

説明会の開催・参加

小・中学生への広報

メディア・広報媒体の活用

1

2

3

幅広い広報の実施



説明会の開催・参加

・大学卒業程度：３月
・高校卒業程度：７月

【職場説明会の開催】

女性が参加しやすい環境づくり

採用説明会1

2

・職場説明会：１０月頃
・女性限定職場説明会：１０月頃

職場説明会



仮眠室入口 完全個室化の仮眠室

現在，局・５消防署に女性専用設備が完備しています。

女性専用施設



説明会の開催・参加

民間企業が主催の企業説明会

【説明会の参加】

女性消防職員も参加して
「消防」に女性がいることをアピール

企業説明会への参加1

2

大学・専門学校・高校

各種学校での説明会への参加



小・中学生への広報

消防フェスタ

リトルファイヤースクール

1

2

市民への庁舎開放

消防局庁舎の移転時から開始

小学校４年生を対象とした出前授業

女性消防職員を積極的に派遣



メディア・広報媒体の活用

地元テレビへの出演

1

2

女性消防職員を起用した消防業務
ＰＲ動画の作成（消防庁モデル事業）

地元アイドルを起用した消防職団員
募集ポスターの作成（県・消防団作成）

３





定年まで勤務できる
環境づくり



定年まで勤務できる環境づくり

女性消防職員の採用

定年まで継続して勤務
できる環境づくりが必要

途中で退職

やり直し



教育体制の充実

定年まで勤務できる環境づくり

1

2

３

職域の拡大

育児休業時の人員の確保

ロールモデルの育成

4



教育体制

職員教育プログラム1

2

3

経年後研修

アドバイザー制度

【採用後】

新潟県消防学校初任科へ入校

⇒ 基礎的な知識・技術の修得（６ヶ月）

【配属後】

教育体制の充実



職域の拡大

小隊長・副小隊長へ配置

消防学校専科教育への派遣

性別によって職域を制限しない

1

2

生活環境を考慮した配置3



育児休業時の人員の確保

育児休業時の代替 ⇒ 臨時職員

臨時職員に災害対応業務は不可

【市長部局人事課と協議】

× 正職員の増員

○ 再任用職員（短時間）

他の職員に負担を掛けない体制



今後の課題

キャリア形成1

２ 定年延長との関連性の整理

更なる職域の拡大３

管理職の育成

採用人数が抑制された際の対応

配置可能な勤務場所の検討



まとめ

「採用した実績」が効果的1

２ 女性に不利にならない試験方法

女性に「消防」を就職の選択肢に
入れてもらう

３

女性を特別扱いせず、男性と同じく
定年まで勤務できる環境づくり

４


